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研究成果の概要（和文）：　私たちは、ハンセン病回復者たち、そしてその家族の人たちからの聞き取り調査を
精力的に実施してきた。その研究成果として、黒坂愛衣『ハンセン病家族たちの物語』（世織書房、2015）、福
岡安則『「こんなことで終わっちゃあ、死んでも死にきれん」――孤絶された生／ハンセン病家族鳥取訴訟』
（世織書房、2018）、Ai KUROSAKA, Fighting Prejudice in Japan: The Families of Leprosy Patients Speak
 Out, Melbourne: Trans Pacific Press, 2018 (forthcoming) を上梓した。

研究成果の概要（英文）：We have conducted field-work on the issues of Hansen’s disease. We did many
 life-story interviews from the persons affected with Hansen’s disease and their family members. 
As research results we have published several books: Ai KUROSAKA, Life Stories of the Family Members
 of the Persons Affected with Hansen’s Disease (Seori-Shobo, 2015, in Japanese), Yasunori FUKUOKA, 
I Can't Die and Leave Things This Way: An Isolated Life and Lawsuit at Tottori by a Family Member of
 a Person Affected with Hansen’s Disease (Seori-Shobo, 2018, in Japanese), and Ai KUROSAKA, 
Fighting Prejudice in Japan: The Families of Leprosy Patients Speak Out (Melbourne: Trans Pacific 
Press, 2018).

研究分野：社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 研究代表者の福岡安則は 2003 年から、分

担研究者の黒坂愛衣も 2004 年から、ハンセ

ン病問題の社会学的研究に携わってきた。厚

労省の第三者機関として設置された「ハンセ

ン病問題に関する検証会議」の「検討会委員」

に福岡が委嘱され、黒坂も調査補助者として

かかわったことがきっかけであった。検証会

議が『最終報告書』を 2005 年 3 月に公表し

て役割を終えたとして解散したのちも、わた

したちはハンセン病回復者たちとその家族

たち、さらには、ハンセン病療養所の医療従

事者や元職員などの関係者からの、ライフス

トーリーの聞き取りを精力的に続けてきた。

2013 年度に、あらたに「《ハンセン病問題の

社会学》の集大成にむけて――語りの記録化

と多事例対比解読法」と銘打って、次の段階

の研究をスタートさせた時点では、すでに約

280 名からの聞き取りの蓄積をもち、多くの

聞き取り事例を紀要等に公表するにとどま

らず、刊行図書として、『栗生楽泉園入所者

証言集』全 3 巻（創土社、2009 年）や『生き

抜いて サイパン玉砕戦とハンセン病』（創

土社、2011 年）を上梓してきた。 

 それでもなおまだ不十分だと、わたしたち

は判断せざるをえなかった。ハンセン病回復

者たちの高齢化が進み、次々と鬼籍に入って

いく。いま、当事者からの徹底した聞き取り

調査をしておかなければ、わが国のハンセン

病問題とは何ぞやということを解明しきる

ことはできないと、痛切に思われた。 

 

２．研究の目的 

 ハンセン病に対する日本政府の《強制隔離
政策》の犠牲者たち――ハンセン病療養所の
「入所者」「退所者」さらには「非入所者」
――は，現在，高齢化とあいつぐ死亡による
減少の中にいる。彼ら／彼女ら、およびその
「家族」たち、あるいは彼ら／彼女らの生に
伴走してきた人びと――療養所の元職員、元
看護婦、医師あるいは国賠訴訟の弁護団――
からの《証言》を、ライフストーリーの聞き
取りによって記録すること。しかも、個々バ
ラバラの聞き取りではなく、療養所を単位と
した《集合的な聞き取りの記録》を残すこと。
さらには，それらの聞き取りデータを相互に
つきあわせる「多事例対比解読法」により、
《ハンセン病問題の社会学》と言いうるだけ
の問題の全体構造の分析を果たすことを、本
研究の目的として掲げた。 

 

３．研究の方法 

 わたしたちの研究方法は、揺らぐことなく、
一貫している。社会的マイノリティ当事者か
らのライフストーリーの聞き取りを蓄積し、
一つひとつの「語り」を丁寧に再現すること
から始め、問題の分析段階では、それらの語
りを相互に突き合わせることをとおして、そ

こから読み取れるものを論理化、概念化して
いくという手法である。 
 
４．研究成果 
 2003 年からの調査研究の積み重ねの上に、
2017 年度末時点では、当事者・関係者からの
聞き取りは、日本国内のみならず、韓国、台
湾も含めて、トータルで 450 人を超えた。そ
のような地道な調査活動を踏まえて、この 5

年の間に、多くの聞き取り事例を記録として
残せただけでなく、何冊もの単行図書のかた
ちで研究成果を世に出すことができた。 

 黒坂愛衣の『ハンセン病家族たちの物語』
（世織書房、2015 年）は、ハンセン病に罹っ
た人の家族の立場にある人たちのライフス
トーリー聞き取り、12 の人生物語をまとめた
本であるが、この本の出版は、ハンセン病家
族たち自身をエンパワーすることになり、ま
た、西日本ハンセン病弁護団共同代表の徳田
靖之弁護士をして、“家族の被害はわかって
いるつもりだったが、本当にはわかっていな
かった。すまなかった”と「れんげ草の会（ハ
ンセン病遺族・家族の会）」の集まりで当事
者に謝罪する一場面もあり、2016 年 2 月、3

月の総勢 568 人の原告による「ハンセン病家
族集団訴訟」のきっかけの一つともなった。
そして、『朝日新聞』2016.4.20 の「ひと」欄
に「ハンセン病回復者や家族らに耳を傾ける
東北学院大准教授 黒坂愛衣さん（38）」とし
て取り上げられるなど、マスコミの注目も集
めた。さらに、2017 年 5 月 20 日、岡山市内
で開催された「第 13 回ハンセン病市民学会」
において「第 1 回神美知宏・谺雄二記念人権
賞」を授与された。加えて、オーストラリア
のラトローブ大学名誉教授で Trans Pacific 

Press の Executive Director である杉本良夫先
生の目にとまり、その英語版が  Fighting 

Prejudice in Japan: The Families of Hansen’s 

Disease Patients Speak Out, Melbourne: Trans 

Pacific Press として出版の運びとなり、初校
ゲラが出てきたところである。わたしたちの
これまでの韓国、台湾の現地調査や、国際フ
ォーラム参加の経験からしても、世界各地で
ハンセン病患者・回復者の家族の人たちも、
いまなお社会的な偏見差別の対象とされて
おり、日本の経験が国際的に共有されること
には、大きな意義があると思われる。 

 長泥記録誌編集委員会編『もどれない故郷
ながどろ――飯舘村帰還困難区域の記憶』
（芙蓉書房出版、2016 年）は、東京電力福島
第一原子力発電所の事故により故郷を追わ
れた福島県飯舘村長泥行政区の人たちから
の聞き取りをまとめた本である。《故郷喪失
と他郷暮らし》という問題構成においてハン
セン病問題と通底するところがあるという
ことで、地元委員 7 名（区長経験者など）と
外部委員 10 名（研究者、新聞記者、写真家
など）からなる編集委員会に入れてもらった
のだが、後から参加したわたしたち社会学グ
ループ（福岡、黒坂、佐藤忍）が、全体の半



分におよぶ語りの聞き取り、音声おこし、原
稿整理をこなした。本書は、東日本大震災発
生からまる 5 年目の日、『朝日新聞』2016.3.11

の「天声人語」全文を使って紹介された。ま
た、2017 年 7 月 26 日には「第 40 回福島民報
出版文化賞正賞」を受賞した。原発事故に受
苦する当事者の思いに少しは応えることが
できたのではないかと思う。 

 福岡安則の『質的研究法』（弘文堂、2017

年）は、いささか変則的なつくりの本である。
第Ⅰ部「個人的ドキュメントの活用」は、G. W. 

Allport の The Use of Personal Document in 

Psychological Science (1942) の翻訳、第Ⅱ部
「質的調査の醍醐味」は書き下ろしである。
このアメリカの社会心理学者、オルポートの
古典の翻訳は、福岡が東京大学の学部生の時
代に『個人的記録の利用法』（培風館、1970

年）として刊行していたものであるが、この
たび、福岡の恩師の見田宗介先生の勧めによ
り、弘文堂からの再版となったが、そのさい、
編集者から改訳と書き下ろしの論文を添え
ることが求められたことで実現したもので
ある。おかげで、福岡が 40 数年にわたり社
会学的フィールドワーカーとして実践して
きた経験を、現在取り組んでいるハンセン病
問題調査も含めて、若い世代の研究者たちに
伝え残すものとして書きとめることができ
たと自負している。 

 福岡安則の『「こんなことで終わっちゃあ、
死んでも死にきれん」――孤絶された生／ハ
ンセン病家族鳥取訴訟』（世織書房、2018 年）
は、ハンセン病を発症しながら、生涯ハンセ
ン病療養所に入所することのなかった女性
を母親にもつ一人の男性から、2006 年に聞き
取りをしていたところ、2010 年に彼が鳥取地
裁にハンセン病元患者の遺族として・家族と
して、国と鳥取県を相手どって訴訟を起こす
ところとなり、2015 年 9 月、一審敗訴。しか
るに、その判決内容があまりにハンセン病問
題に無知なものであったので、福岡は控訴審
段階で広島高裁松江支部に「意見書」を提出。
さらには、2017 年 7 月 26 日、専門家証人と
して法廷で証言することとなった。この「聞
き取り」「意見書」「証人尋問」を一書に編ん
だのが本書である。まだ出版されたばかりで、
メディアで書評に取り上げられるのはこれ
からだが、贈呈した東大名誉教授で政治学者
の石田雄先生からは、「差別の構造の具体的
なあらわれ（あるいは現われない存在）は差
別に加担する多数派には容易に意識されな
いという問題がみごとに分析され、その克服
の方向も示された点、また具体性と体系性が
表裏をなして、みごとな成果と感服しまし
た」とのお褒めの言葉を頂戴している。 

 このほかに、研究成果として特記しておき
たいのは、わたしたちのハンセン病問題の研
究が、海外にも知られるところとなり、2016

年 5 月には、韓国国立ソロクト病院の百周年
記念の国際シンポジウムに福岡がゲストス
ピーカーとして招かれ、さらには、韓国の当

事者団体「韓国ハンセン総連合会」主催で同
年 11 月にソウルで開催された「ハンセン病
問題世界フォーラム」に福岡と黒坂がゲスト
スピーカーとして招かれる栄誉を与えられ
た。このような国際会議への参加によって、
世界各地の当事者、支援者、研究者と知己に
なることができたことは、今後、わたしたち
がこの問題の研究をより国際的な広がりに
おいて実施していくうえでの大きな基盤が
作られたと言えよう。 

 ただし、5 年前に今回の研究計画を立てた
時点からは、思惑がはずれたこともある。そ
れは、「療養所を単位とした《集合的な聞き
取りの記録》を残すこと」が実現困難になっ
たことである。かつては、『沖縄県ハンセン
病証言集 沖縄愛楽園編』『同 宮古南静園編』
『同 資料編』（2007 年）の刊行に際しては、
その調査・編集・出版の費用として沖縄県が
2,000 万円の助成をしたと仄聞していたし、
わたしたちが編纂した『栗生楽泉園入所者証
言集』全 3 巻（2009 年）の出版にあたっても、
群馬県から 500 万円の助成を受けることがで
きていた。いわば、ハンセン病療養所入所者
自治会とタイアップすることで地方公共団
体からの助成金をアテにしていたのだが、も
はや行政にそのような財政的ゆとりがある
わけでないという事態に立ち至っている。そ
れゆえ、ハンセン病問題に関する《集合的な
語りの記録化》の課題達成には、今後、別の
方途を探らざるをえなくなっている。 
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